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調査にご協力いただいた皆様に感謝する。

2.調査方法

<調査協力者 と調査時期>
東京、神奈川、埼玉、千葉に住む小学生の保護

者108名 に対 して、質問紙調査 を行った。調査時

期は、2013年 12月 1日 から約 lヶ 月間である。

<調査内容>
質問紙の内容は、小学生の子どものうち一番年

上の子 どもについて答えるというもので、子 ども

の学年性別、保護者が日中家にいるかどうかを基

準とした。

次の質問として子どもに携帯通信端末を持たせ

ているかどうか、持たせている場合はその種類や

理由、使用にあたつてのルールを、持たせていな

い場合はその理由などを聞いた。

さらに、子どもが携帯通信端末を持つことによ

る トラブルの有無、保護者の考えなどは自由記入

で答えるように設計 した。

3.調 査結果

調査協力者の対象の子 どもは、小学生男子63名

(う ち、 1年生 7名、 2年生11名、 3年生 4名 、

4年生 9名、 5年生10名 、 6年生22名 )、 女子45

名 (う ち、1年生 8名、2年生 5名、3年生 6名 、

4年生11名 、5年生 4名 、6年生11名 )であった。

保護者が家にいるかどうかで子どもに携帯通信

端末を持たせるかどうかに違いがあると予想 したc

結果からは、保護者が家にいる子 どもは持つて

いない子の数が多いが、一方で、保護者が家にい

ない子どもでも持っている子といない子の数はほ

ぼ同じだつた.

全体では、携帯通信端末を持つている子どもは

108人 中41人 であ り、割合 としては38.0%に とど

まった.

そして持たせている場合は、子どもが一人で外

出し始める 4年生ごろから緊急連絡用として携帯

1.は じめに

当研究会は、子 どもが安心安全にインターネッ

トを利用するために保護者として何をすればいい

のかについて、調査研究活動を行っている。

インターネットは、私たちの生活のあらゆる活

動の基盤として利用され、今では必要不可欠な存

在となっている。子どもにおいても、通信端末を

利用 した授業など、様々な能力向上や人格形成に

おいて、また将来必ず使いこなさなければならな

い道具 として、その利用は避けることの出来ない

ものとなっている。 しか し、大 きなメリットがあ

る一方で、子どもにとつて有害な情報に触れるリ

スクや、誤った使い方による失敗、いじめ等、加

害者にも被害者にもなる危うさもある.

現在、スマー トフォンやタブレット端末といつ

た持ち運びが自由な通信端末が普及し、子 どもの

通信環境にも急激な変化が生 じている.保護者は、

子どもが携帯通信端末を利用する際、見守る責任

がある。 しかし、その変化に保護者がついていけ

ず、何をどうすればいいのかわからず、大 きな不

安をかかえているのが現状である.子 どもの方が

利用について詳 しくなり、保護者は子どもがどの

ような使い方をしているのかわからなくなること

もある。通信契約の仕組みが複雑であることも混

乱の一因となっている。

また、子どもがネットを利用するためには、セ

キュリテイ対策が不可欠だが、子 どもを守る目的

で実施されているフイルタリングというシステム

もまだ十分に普及 しているとはいいがたい状況で

ある。パソコンとは異なり、いつでもどこでもイ

ンターネットを利用することが可能なこれらの携

帯通信端末が、子 どもにどのような影響があるの

かは、危惧するところだ。

そこで今回は、小学生の保護者に対 して、子ど

もの携帯通信端末の利用に関する実態 と意識を調

査 し、その結果をふまえて、保護者として子 ども

が携帯通信端末と良い関係を築 くためにどうすべ

きかを検討 した。
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通信端末を持たせていることがわかった (図 1)。

端末の種類で、最 も多かったのはキッズケータイ

21、 ついでガラケー (以前からある通話中心の携

帯)12、 キッズスマー トフォン 1、 タブレット端

末 1であった。

子どもが利用している機能として、一番多いの

が通話40、 次いでメール22、 カメラ 9、 GPS7、
防犯ブザー 7、 辞書 3、 ゲーム2で、地図、LI
NEl注 1)、 sNSI注 2,、 検索、乗 り換え案内は
それぞれ 1であった (n=41、 複数回答)。

通話が多く、子どもが外出先で公衆電話がわり

に使っているという情景が目に浮かぶ。

家庭でどんなルールがあるか、という質問では、

「特にない」という回答が多かった (図 2)。

4寺に,レールは
言支けていない

使う場所

機能制限

使う時間

フィルター

図 2 家庭でのルール 複数回答 (n=40)

lヶ 月の利用料は2000円 以下、という回答がほ

とんど (39名 中38名 )だった。
金額が少ない背景には、各携帯電話会社での学

生割引などのプランが拡充されていること、使用

状況が家族間の通話など限定的であることが理由

だと推察される。

中高生以降との比較なども含め、さらなる調査

をすべき点だと思われる。

一方、持たせていない保護者の中でも、今後ど

ういう理由で持たせると思うか、という問いに、

ある一定の年齢になったら、または、子どもが一

人で外出するようになったら、と答えており、何

らかの状況で持たせるだろうと答えている(図 3)。

図3 今後携帯通信端末を持たせる理由
複数回答 (n=66)

「ある一定の年齢Jを具体的に聞いたところ、
中学生が14と 最も多く、次いで高校生 6、 小 4～

6が 2と 、数年以内には持たせると思っているこ

とがわかる (n=23)。

子どもに携帯通信端末を持たせているかどうか

にかかわらず、子どもに携帯通信端末を持たせる

メリットとデメリットについて聞いた。

メリットにあるように、連絡をとる手段として

考えている保護者が多いことがわかる (図 4)。

連絡がとりやすい

GPS機 能による防ら巳

帰るコール

友人 と交流できる、

話題にのれる

調べものに便利

迷子にな らない

特に考 えてない

図 4 携帯通信端末を持たせるメリッ ト
複数回答 (n=lo7)

子どもが欲 しがった 2%

親が与え

たかったか

7%
う

子どもが習い事など

外出を1人でするから

親が仕事在|ゲ

`
不在がちだか ら|

20%

図 1 携帯通信端末を持たせた理由 (n=41)

ある一定の年齢に

なったら

子 どもが習い事など外出 を
1人 でするようになったら

親が仕事 などで家に

日中不在になったら

子 どもが欲 しがった ら

その他
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デメリットとしては、ネットトラブルや中毒な 4.子 ども用携帯通信端末 の調査
ど、キッズケータイではなく、スマー トフォンや

タブレット端末のようなネットにアクセスできる 市場に出ている子ども用携帯通信端末を調べて

端末でのデメリットを挙げている (図 5)。 みた。

迷惑メール、犯罪、いじめなどの

トラブルに巻き込まれやすい

携帯中毒になる

使い方、交友関係 など

親が把握 しきれない

お金がかかる

使いすぎで寝不足になる

1寺 にう「
メ |リ ン トは
無いと思 う

図 5 携帯通信端末を持たせるデメリッ ト
複数回答 (n=lo6)

というコメントが13と 多く見られた。

注 1・ LINE

注 2・ SNS
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また、電話帳登録 していない相手との電話、 S

MS送信はできない
。サイ ト検索閲覧は不可

携帯通信会社各社のキッズ・ジュニア用の携帯電

話のラインアップ (2014年 2月 現在 )

<au>
Mamorino 3

使い方が制限されているので安心できる。

・強 くて丈夫なGPS付 防犯ブザー
・通話・メールはあらかじめ登録 した10件のみ可

育ヒ

・カメラ・ゲーム・サイト閲覧は不可

・GPS機 能による子どもの居場所確認可能
・オプションでセコムが駆けつける「現場急行サ

ービスJの対応あり

自由記入では、持たせていない保護者からは「ま

だ必要ない」など否定的なコメントが14中 13と 多   <Softbank>
かったのに対 し、持たせている保護者からは「機    みまもリケータイ 3

能制限とルール徹底で便利な道具」など肯定的な   ・音声発信 3件、着信20件、メール送受信各20件
コメントが13中 7と 多く見られた。 登録可能。登録 した人とだけ連絡のや りとりが

特にキッズケータイなど、機能が限定されてい    できる
る機種を選んでルールを守らせて使えば、子ども   ・電話をかけるかブザーを引くと位置情報をメー

と連絡がとりやすく、便利であるといったコメン    ルで家族にお知らせする
卜が多い。

しかしどちらにしても、将来ネットにアクセス   <N tt T docomo>
できるような機種を子どもが欲しがった場合、ど   キッズケータイ
のようなデメリットがあるのか、またどんなルー

   ・電話帳登録やGPSな どの設定は保護者が暗証
ルで運用していけばいいのか、不安を感じている    番号で管理できる

携帯通信端末のアプリのひとつで、アプリを持っ   。オプションでALSOK力 蕩区けつける現場急行
ているユーザー同士で無料通話やメールが使

|:そ     サ_ビスがあるだユーザー～連絡先に
認ぃる交流範囲は自分で選ん

―ザーの連絡先に載っ
‐

いるユーザーとそのユ

登録したグループに所属 して   スマー トフォン forジ ュニア 2
ユーザー。もし銅二

r)。いる人 (ク ラス全体な .

。通常のスマートフオンと機能はほとんど変わら

ず、LINE、 ゲーム (モ ンハンなど5ゲーム)、
―ビス (英 :    カメラ (1210万画素 )、 メール、インターネット、ソーシャル・ネットワーキング・サ

sodd nettol・ king ser宙 ce、 SNS)。 イン

`三

ι(t十    電子書籍、学習アプリ (ゲーム感覚で学ぶ.小の交流を通して社会的ネットワーク (こ
と。交流範    学生漢字、小学生英単語など)、 時間割、小遣ネットワーク)を構築するサービスの

囲はSNSを利用している世界中の全ユーザーまで。    ぃ帳、地図アプリ、 ミュージックプレイヤー、
―タイなどがで きるcプ レイス トアおサイフケー

は使用で きない。
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・通常のスマホと違う点は、保護者が事前に保護

者設定画面から暗証番号によってアクセスして、

不り用制限をすることができる。

・ブラウザはデフォル トでOFFに なっているの
で、個別にダウンロー ドしたいものがあれば、

ブックマークをしてひとつひとつ保護者のブロ

ックを解除してい くことにより使用可能 .

[利用・通話時間制限]

深夜の利用や使い過ぎを防ぐために利用できる

時間帯や 1日 の利用可能な累計時間、通話時間

を制限できる。

[電話・メール制限]

電話帳に登録 されていない相手との発着信やメ

ール送受信を制限できる。 (LINEは 除 く)
[イ ンターネッ ト制限]

子どもに見せたくないようなサイトにはアクセ

スできないようになっている。

[アプリ制限・ダウンロー ド利用制限]

アプリ制限により、アプリを個別に指定 して使

用できるうえ、ダウンロー ドアプリ制限により、

あとからダウンロー ドしたアプリを保護者が利

用開始を選択 しなければ使えないようにするこ

とができる。

※スマー トフォン brジユニア 2は事前に保護者
が設定することにより、保護者が子どものスマ

ー トフォンの利用を管理することができるが、

購入後に子どもに渡す前に、設定を必ず行わな

いと普通のスマー トフォンと同じことである。

また、子 どもと制限については合意が必要であ

ること、暗証番号は子どもには絶対にわからな

いようにすることなどが必要である。

<Android端 末向け、ペアレンタル・コン ト
ロールアプリ>
まもるゾウ

[利用時間制限]

利用制限時間帯設定ができる。(就寝時間確保 )

連続使用時間の制限 (1時間など)ができる。
[電話・メール制限]

1回の連続通話時間、月次の累計通話時間が制

限できる。発信先・着信先制限ができる。

メールの送受信先の制限ができる。

[ア プリ制限]

有害アプリは使用させない。

[イ ンターネッ ト制限]

子どもに見せたくないような危険なサイ トには

アクセスできないようになっている。

[そ の他 ]

・位置情報取得 (位置の履歴 )

・家族間安否 &チ ャット
・ウイルス対策

・利用履歴収集 (発着信履歴、URL閲 覧履歴、
メール履歴、アプリ利用履歴等 )

・紛失時対策 (リ モー トから端末ロック、リモー

トから端末初期化、位置通知、リモー トからア

ラー ト音鳴動 )

●調査の感想

各社共、キッズケータイは端末自体に初期から

制限がかかっているので、 トラブルがおきにくい
ため、低学年には大変便利だと思われる。高学年

になると、より機能の幅が広がるスマー トフォン

を子どもは持ちたがる傾向がある。親と事前にル

ールを決めたとしても、 1度手渡 したら実際のと
ころ管理が しにくいところ。スマー トフォンジュ

ニア 2が万能とは言えないし、制限の仕方によっ

ては、ほとんど大人のスマー トフォンと変わりが

ない。

だが、中学生になって、部活の連絡や友達との

絡みで持たせるようなことになった場合は、使い

過ぎを防ぐために利用時間の制限の設定が出来た

り、見ず知らずの相手とネット上のつなが りが簡

単に出来ないように電話 。メール制限の設定がで

きるなど親が物理的に管理をできるという意味で

はスマー トフォンジュニア 2は親、子 ども双方に

それなりのメリットがあるのではないだろうか。

また、契約 した携帯の会社に関係なく、And
roid端 末であれば親の方で利用制限ができる
アプリの「まもるゾウJも スマー トフォンジュニ

ア 2と 同様、親と子ども双方にメリットがあると

思われる。
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5.家 庭 でで きるこ と

子どもに携帯通信端末を持たせる前に、家庭で

してお くべ きことを、会員が実践 していることを

中心に、具体的にまとめてみたc

<子どもの外出力を育てる>
外出時に持たせることの多い携帯通信端末。こ

の際、クト出時のしつけも行うつもりで教えていこう。

・外出時には、「どこへ、だれと、いつ帰るかJ

を伝える信頼関係をつ くってお くこと。保護者

が留守なら、メモを残す習慣をつける。

・腕時計で時間を自己管理する習慣をつける。

・地域の行事、ボランテイアに参加 して、顔見知

りを増やす。

・保護者 と買い物や散歩 しながら、道路や子ども

110番 の家を確認する。

<携帯通信端末を持つ前に>
子どもに基本的な生活習慣が身についているか

どうか、が半J断材料 となるだろう。

・実際の生活で、人への思いや り、マナーを身に

つける。

・生活の中で楽 しみを広げて、ネット利用の占め

る害1合が低 くなるようにしてお く。具体的には

公園、図書館、公共の施設などに行 く習慣を低

学年でつける、親 も子どもと一緒に楽 しめるも

のを見つける。

・普段から、新聞やニュースを見て、ネットの問

題について、話す機会をもってお く。

<通信端末が欲 しくなったら>
親子でどんなことを試みたら良いのか、考えて

みた。

・なぜ欲 しいのか、何の機能が必要なのかを書 き

出す。

・友達はどのように活用 しているのか調査する。

・機種についてチラシやネットでの評価を自分で

調べる。

・子 どもに調べたことをプレゼンテーションさせ

る。

<親子でルールづ くりをする>
各家庭でルール作 りをしても親子ともに良い勉

強になる。以下にその一例を挙げる。

・利用するタイミングは基本的には子 どもが一人

東 日本支部 研究発表会
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で外出するとき。その他の使用は、生活 リズム

の妨げにならないようにする。勉強、食事、お

風呂、睡眠の時間は必ず守る。

・使う場所は外出先の他、リビングやダイエング

等、保護者の目が届 くところ。普段の保管場所

は、リビング。

・期間の制限―帰省、レジャー施設などには持っ

ていかない。中学生以上は、定期テス トの前は

使用 しない .

。ルール違反をしたら、利用制限を強化する、ま

たは一時、没収とする。

<購入する>
購入する時は、親子で契約について確認 しあう

ことが効果的である。

・子 ども用ケータイは、一人で外出する時のみ使

うなら、一家に一台で充分 .

・購入する場に同行させて手続 きを見せ、契約者

が保護者であることを確認する。

・所有権は、保護者にあるものとする。ゲーム同

様、友だちとの トラブル回避効果 もある。

<使い始めたら>
・設定は、保護者が行う。もしくは、子 ども自身

が設定 し、親子でパスコー ドを共有する。

・保護者 も機能に関心をもって、同じように使い

こなせるようにする。一 日置かせることも大事。

・保護者の行動にも一貫性をもたせる。

(食事中は使用 しない。子どもとの関わりは、

携帯操作よりも優先させる。)

・子どもがどのように関わつているか、見守 り続

け、子どもや携帯通信端末の最新情報について

アンテナを張ってお く。

なお、会員から寄せられた失敗例、成功例を参

考にして欲 しい。

●失敗例

<Aく ん (中 1)の場合 >
父親が使わな くなった iPodを もらい、

最初はYouTubeを視聴 していた。
そのうち、サフアリを使うことを覚え、親

に隠れ、家でネットし放題になり、18歳未満

はお断 りのサイ トまでアクセス。

とうとう悪質サイ ト (不当請求)につなが

り、警察に相談 した。
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<Aく んの母親の話 >
一番の原因は、 iPodの ようなネットの
ツールを気軽に子どもに与えてしまったこと。

私も父親が与えるところを見ていたが、音

楽を聞くだけだと思っていた。子 どもに聞い

て初めて自由にネットにつながることを知った.

今後は子どもが使う機器の機能性能をよく

見極め、それを使って何をしているのかをチ

ェックしなくてはと痛感 した。夫にも厳重注

意 した。

●成功例

<Mく ん (中 1)の iPod touch使用のルール>
[使用可能時間]

起床 (6:00～ 30頃 )～朝食 (7:00)
登校準備完了 (7:50)～ 登校 (8:10)
帰宅後勉強終了～ラジオ基礎英語 (16:45)

夕食後～入浴 (20:00～ 20:30)

入浴終了～就寝準備 (21:00)

*テス ト10日 前から使用禁止

[使用場所 ]

自宅のリビングのみ、保管もリビング。

<Mく んの話>
親が iPod touchや iPhoneの使い
方など支援 して くれるのは、嬉 しいところで

はある。

でも中学生だし、部活にも活用 しているの

だから、使用時間などもう少 し制限を緩 くし

てもいいのでは ?

<Mく んの母親の話>
寝る時間は遅らせないよう制限したかわり

に、朝はフリータイムにしたことで、早起 き

できる、寝る前にはネットをやめて睡眠の質

を保つ、LINEの 夜の会話に巻 き込まれな
い、などの効果があるかなと思っています。

LINEは 、部活、クラス、学年のグルー
プに入っているようです。テス ト前の使用禁

止期間には、LINEの プロフイール欄に「テ
ス勉で しばらく返信できません (~▽

~:)J

と表示されていて、うまく使つているな。と

感心 しました。

これなら、最近問題になっている、既読ス

ルー (読んだ時刻が相手に表示 されているの

に返信 しない)に はならず、「既読未満の未
読だね lJと 親子で話 しました。

他にも、会員が見聞した事例を紹介する。

例 1 掲示板の投稿者欄に本名、もしくはその一
部と思われる名前を書 き込んでコメントして

いる小学生がいて、他の子から掲示板で氏名

を特定されていた。

例 2 無料通話アプリで通話のグループから仲間
はずれにされるなどのいじめがあった。

例 3 自分のブログに友達と撮った写真を友達に
断らずに掲載 した。

例 4 自分のブログに個人情報 (写真、電話番号、
ア ドレス)を掲載 した。

自分や他人の個人情報を軽い気持ちでネットに

公開してしまう事例があるが、悪用される危険が

あることを伝えていきたい。

6.ま とめ

調査結果を見ると、子どもが小学生の間は携帯

通信端末を管理できているかもしれない。しかし携

帯通信を持たせている 。いないにかかわらず、保

護者は、いずれはネットにつながる携帯通信端末

を持たせることになると予想し、悪質なサイトに巻

き込まれないかなど、漠然とした不安を抱えている。

今回の携帯通信端末にはゲーム専用機を含めて

いないが、小学生の所有率が高いニンテンドーD
S等ゲーム機において通信機能が拡大 されてお

り、今後ゲーム機を含んだ調査・考察が必要と思

われる。

ただし、携帯通信端末を持つ前から、十分な親

子の絆を固めてお くことは、子育ての本質と変わ

らないのではないだろうか。

そして、日々変化する携帯通信環境 と子どもの

世界に興味を持ち続けることが、大事だと感 じて

いる。

「ルールは、わが子を慈 しみ、むずか しい10代

を安全に導 くための方策。ルールと限度を決める

ことで、他人と自分を思いや り、大切にする気持

ちが育まれる。」 (「 10代 の子 どもが育つ魔法の言

葉」より)と いうように、ルールを通 して、さら

によい関係づ くりに活用 していきたい.
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7.提 言
一 保護者、地域、行政 (学校)ヘ

●一般保護者に対 して

同じ子 どもを育てている者同士、子どもたちが

どういった問題に直面 しているか、情報や危機意

識を共有 しておきたい.PTAの 家庭教育学級で

取 り上げ、みんなで学習 したり、保護者会で話 し

合つたりするのも一つの予防になるだろう。

●地域に対 して

子どもたちが地域で過ごせる場をいたるところ

に用意 して欲 しい。といつても特別な施設を必要

としているわけではなく、子どもが心を開いて話

せる相手になって くれることで場づ くりになる。

顔見知 りの子どもに声をかけるだけでも見守ら

れている安心感がある。

●行政 (学校)に対 して

行政や学校は、子 どもの生活に携帯通信端末が

深 く入 り込んでいることを理解 し、実態を把握す

るとともに、子どもや保護者に、メデイアリテラ

シーをつける教育を推進 して欲 しい。それは、放

課後や休 日に一時的に行うものでなく、道徳や総

合学習の一環として、携帯通信端末を持つ前に (小

学校高学年にさしかかるころに)年間の学習の内

容に組み込んでいってほしい。特に最新の情報を

先生方も一緒に学習する機会を警察や教育委員会

などと協力 して作って欲 しい。

8.参 考
経済産業省インターネット安全教室のホームページ

「安心安全なケータイの使い方教室Jよ り引用する。

チェックリス ト

1 学校でのケータイ・スマホの決まりごと
を確認して守るようにしましょう。

2 ケータイ・スマホを使う時間帯と利用料
金の上限をきめましょう。

3 他人の悪口や他人の個人情報を書き込ま
ないようにしましょう。

4 自分の個人情報を書きすぎないようにし
ましょう。

5 出会い系サイトなど、あやしいサイトに
近づかないようにしましょう。

東 日本支部研究発表会
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6 ネットで知り合った人にむやみに会わな
いようにしましょう。

7 ネットで買い物をしたいときは、必ず家
の人に相談しましょう。

8 心当たりのないメールのリンクをクリッ
クしたり、返事をしないようにしましょう。

9 ウイルス対策、迷惑メール対策、 フイル
タリング、画面ロックの設定をしましょう。

10 困つたことが起きたときは、必ず家の人

や先生にすぐ相談しましょう。

ケータイを持つための契約書 (例 )

1 ケータイを持つに当たり、○○は、ルー
ルやマナーを守ります。

2 ケータイの料金は●●●円です。この金
額をオーバーしたら、翌月はケータイを使

いません。

3 ルールや約束を破ったときは、ケータイ
をとりあげられます。

東京都 の調査結果等

類似の調査を行った東京都の調査結果を参考と

して引用する。

東京都が平成25年 1月 7日 から2月 15日 までに

行った平成24年度インターネット・携帯電話利用

に関する実態調査の結果から、携帯電話の利用 (保

有)状況は上昇 してお り、小学校の早い段階から

の指導が必要である、と結論づけている。

同じく東京都は「平成24年度インターネット等

の適正な利用に関する指導事例集・活用の手引J

を公開してお り、具体的な事例のほか、ソーシヤ

ルメデイア利用上の注意点として守るべ きマナー

を紹介している。

1 悪口 (誹謗中傷)と 誤解されるようなことは
書かない

2 公序良俗に反する書 き込みをしない

3 他人の写真・動画を許可なく公開しない
4 著作権を侵害 しない
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(参考・引用文献 )トラブルの相談窓口

●「平成24年度インターネット・携帯電話利用に全国
。総務省電気通信消費者相談センター         関する実態調査報告書J

東京都教育庁03--5253--5900

http://ぃ、metrO.tols7o.jp/1NE「 /9時半から12時、13時～17時

CHOU6%/2013/06/DA■
～
/60n6r101 pdf

・情報処理推進機構 (IPA)セキュリテイセンター
●「平成24年度インターネット等の適正な利用に情幸艮セキュリテイ安心相談窓口

関する指導事例集・活用の手引」03--5978--7509

東京都教育FT10時～12時、13時半～17時

http://ぃ、me廿o.tobrOjp/1NE「 /anshin@ipa.gojp

http://、～ら、いlipa.gojp/securitv/anshin/           CHOUも 1ヽ2013/06/DATA/60n6r104.pdf

●「安心安全なケータイの使い方教室」・迷惑メール相談センター

全国情報セキュリテイ啓発キャラ(一般財団法人日本データ通信協会)        経済産業省

バン インターネット教室03--5974--0068

10時～17時 (土、日、祝日。年末年始を除く)   http://゛ nヽecanzen.go.ip/Sttldy/keitai/
hip://、いv、vldekyo.o■jp/sOudan/index.htinl

●「10代の子どもが育つ魔法の言葉」

・インターネットホットラインセンター        ドロシー・ロー・ノルト、レイチャル・ハリス

http://Ⅵ、vい■nternetllotline.ip/  (I登幸艮うそ4寸 )

東京都                                           /
。東京こどもネット・ケータイヘルプデスク

03--3500--5181

月曜日～金曜日 午前 9時から午後 6時 まで
土曜日 午前 9時から午後 5時まで
※祝日、年末年始を除く。

<イ ンターネット>
365日  24時間

http://、 v、い、ltobrOhelpdesk.jp/

・東京都いじめ相談ホットライン

03--5331--8288

24時間

保護者啓発サイ ト

・安心ネットづくり促進協議会

http://、～～、～、こ
g00d_net.jp/

・ケータイ・インターネットの歩き方

～子どもが安心安全に使うために～

(一般社団法人モバイルコンテンツ審査・運用

監視機構 )

http://emaedujp/

62


